


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
 
 
 

 
 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
  
  説明書を製品に近接して保存してめ 
  自判断だけ対処すると思わぬ故を起こ 
  しケガをするます。 
  説明書はにすぐに 
  出せるよう製品に近接して保存してくだ 
  さ。 

 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  や要領不十理解まま作業すると 
  思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告ラ 
  ベル説明書にさてる 
  要領を十に理解して行て 
  くださ。 

 
 
 警告 
 作に不に 
  運転すると思わぬ故を起こすます。 
  次は運転しくださ。 
  

□  過労病気薬物影響そ他理由に 
 よ作業に集中き。 

□  酒を飲んだ。 
□  作未熟人。 
□  妊娠してる。 

 
 
 警告 
 作業にさを作すると 
  一部に巻き込ま死亡を含む傷害を 
  まねくます。 
  次に示す作業してくださ。 
  

□  袖や裾はだぶつきもを着用する。 

 
□  ズボンや着はだぶつきもを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき首巻きタオル腰タオルは 

 し。 
 
 
 警告 
 を他人にす説明書にさて 
  るや要領 
  め思わぬ故を起こすます。 
  方法をよく説明し説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してくださ。 

 
 
 注意 
 や指タッメント 

 部品を付けて運転すると破 
損や傷害故をまねくます。 

  はしくださ。 
  タッメントは指製品を使用してく 
  ださ。 
  部品交換するは指するもを使用 
  してくださ。 

 
 
 注意 
 始業をると破損や傷害故をま 
  ねくます。 
  作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。 

 
 
 警告 
 ンンを始するトラタやッ 
  プに立まま行うと緊急態へ対処 
  きず運転者はもちろん周囲にる人ケガを 
  するます 
   運転席に座周囲を確認して行 
   てくださ。 
 ンンを始するを 
  (中立)にして行わと接続状態に 

  てるめトラタ暴走し思わぬ故 

  を起こすます。 

   を(中立)にして行てくだ 

   さ。 

 を切ンンを始すると急 
  に作業駆さ周囲にる人ケガをす 
  るます。 
   を切て始してくださ。 

  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

エンジン始動・発進する時は

始業点検の励行 
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 急発進するとトラタ前輪浮きる 
  運転者振落とさ周囲人を巻 
  き込んだ思わぬ故を起こすます。 
  周囲を確認しゆくと発進してくだ 
  さ。 
 始する気ガによ中にる 
  ます。 
  窓戸を開け十に換気してくださ。 

 
 
 警告 
 作業を着するめにトラタをさせる 
  トラタと作業間に人ると挟ま 
  てケガをするます。トラタと作業 
  間に人を近づけくださ。 
 注意 
 作業をトラタに着するや 
   まは軟弱行うとトラタ不 
   にき出し思わぬ故を起こすます。 
   平坦盤所行てくださ。 
 着するトラタによては前輪く 
  縦不とて思わぬ故をま 
  ねくます。 
  トラタへフロントウイトを付けラ 
  ンをてくださ。 

 
 
 危険 
 カパワョイントを使用すると 
  巻き込まてケガをするます｡ 
   カパワョイントは使用し 
  くださ。 
 カ損傷しまま使用すると巻き込ま 
  てケガをするます。 
   損傷しすぐに替えてくださ。 
   使用前には損傷してくださ｡ 
 トラタおよび作業に着する第三者 
  不によ不にパワョイント回転 
  しケガをするます。を切 
  トラタンンをとめて行てくださ。 
 カェンを付け使用すると 
  カ回転し巻き込まてケガをする 
  ます。トラタ側と作業側ェンを 
  回転し所に連結してくださ。 
 注意 
 最伸１００㎜を下回ると 
  ョイントを回転させ破損しケガをする 
  ます。最縮隙間２５㎜よも小さ 
  くるとョイント突きげ起きる 
  ョイント破損をまねきケガをする 
  ます。正量使用してくだ 
  さ。 

 

 
パワョイントを接続しランプン 
  軸溝に納まてと使用中に 
  ケガをするます。 
   溝に納まてる接続部を押し引きして確 
  めてくださ。 

 
 
 注意 
 トラタに作業を着してを走行すると 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラタに作業を着して走行はし 
  くださ。 

 
 
 危険 
 走行するトラタル 
   左右連結さてと片に 
   トラタ左右に振転起こ思 
   わぬ故をまねくます。 
   ほ特殊作業はルは左 
   右連結して使用してくださ。 
 警告 
 トラタに運転者人をせるとトラ 
   タ転落し運転作妨げにて 
   緊急態へ対処きず同者はもちろん 
   周囲人および運転者自身ケガをする 
   ます。 
  トラタには運転者人はせく 
  ださ。 
 急急回を行うと運転者振落とさ 
  周囲人を巻き込んだ思わぬ故 
  を起こすます。 
  急急回はしくださ。 
 急カを出しすると 
  転倒るは転落故を起こすます。 
  低走行してくださ。 
 回する作業回方とは方に 
  くるめ周囲人に接触しケガをさせ 
  対物障害物に衝突しケガをする 
  ます。 
   周囲人や対物障害物と間に十間隔 
  を保て行てくださ。 
 側して側溝る路路 
  を走行すると転落故を起こすます。 
  路は走行しくださ。 
 低きをえようとすると 
  トラタ転倒るは転しケガをする 
  ます。 
  ゆみ板を使用してくださ。 

移動走行する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

作業機を着脱する時は 

パワージョイントを使用する時は 
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 作業に人をせると転落しケガをす 
   るます。 
   ま物をせて走行すると落下し周囲 
   人へケガを負わせるます。 
   作業には人や物はせくだ 
   さ｡ 
 注意 
 作業へ力を切走行すると周囲 
   人を回転物に巻き込みケガを負わせる 
   ます。 
   走行するはを切てくださ。 

 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 警告 
 作業中又は回転中ロタに接触すると巻き込 
  まケガをするます。 
  作業中周囲に人を近づけくださ。 
 作業をする周囲に人を近づけるとに 
   巻き込まケガをするます｡ 
   周囲に人を近づけくださ。 
 作業指回転をえて作業する 
   と破損によケガをするます。 
   指回転を守てくださ。 
 作業に人をせると転落しケガをす 
  るます。 

   ま物をせて作業すると落下し周囲 
   人へケガを負わせるます。 
   作業には人や物はせくださ 
   。 
 わき見運転をすると周囲障害物回避や周 
   囲人へ危険回避きず思わぬ故 
   を起こすます。 
   前方や周囲へ十にを払運転し 
   てくださ。 
 手放し運転をすると思わぬ方へ暴走し 
   故を起こすます。 
   しとハンドルを握て運転してくださ。 
 注意 
 運転中又は回転中軸に接触すると巻き 
  込まケガをするます。 
  手を入くださ。 
 整や付着物除去を行う 
   およびンンをとめずに作業すると第 
   三者不によ不に作業駆さ 
   思わぬ故を起こすます。 

   を切ンンをとめ回転部や可 
   部とまてることを確めて行てくださ 
   。 

 
 
 警告 
 トラタるやに 
   駐車するとトラタ暴走して思わぬ故を 
  起こすます。 
  平坦し所に駐車しトラタン 
  ンをとめ駐車をけて暴走を防 
  くださ。 
 トラタる作業をげままに 
   しておくと第三者不によ不に降下 
   しケガをするます。 

   下限ま降ろしてトラタをてくださ 
   。 

 
 

作業が終わったら 

 
 
 
 注意 
 力を切ずに回転部可部付着物除 
  去作業を行うとに巻き込まてケガ 
  をするます。 

  を切ンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 

 
 
 注意 
 作業後をると整不良や破損 
  放置さ次作業にトラルを起こ 
   しケガをするます｡ 

  作業終わ説明書に基づきを 
   行てくださ。 

 ３リン作業を持ちげて整を 
   行う第三者不によ不に降下し 
   ケガをするます。 

   トラタ３リン油圧回路をロッして行 
   てくださ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業する時は

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 
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 注意 
 に異常生じそまま放置すると 
   破損やケガをするます。 

   説明書に基づき行てくださ。 

 やまは軟弱行うとト 
  ラタや作業不にき出して思わぬ 
  故を起こすます。 

   平坦盤所行てくださ。 

 およびンンをとめずに作業すると 
  第三者不によ不に作業駆さ 
   思わぬ故を起こすます。 

   を切ンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 

 作業をげ状態まま下にもぐ足 
  を入すると不に降下しケガをする 
   ます。 

   下に入るは台降下防止をして行て 
   くださ。 

 不処置整備めにしカ類 
   を付けずに作業すると回転部や可部に 
   巻き込まケガをするます。 

   元に付けてくださ。 

 
 
 
 

不調処置・点検・整備をする時
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 切着作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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１．チョウセイリン 

  ドとゼル耕深を節するに使用しま 

 す。 

２．シャンクホルダ 

  シャンをン付けるホル付け 

 げ下げゼル耕深を節します。 

３．シャンク 

  ゼルをプリングン付ける柱す。 

４．チゼル 

  土壌を膨軟にします。 

５．ロータシャフト 

  ドをカネボルト付けるシャフト 

 す。 

６．ブレード 

  牧草ルトマットを切断します。 

 

 

２ 適応トラクタの範囲 

 
 
 
着するトラタによては前輪く 
 縦不とて思わぬ故をま 
 ねくます。 
 トラタへフロントウイトを付けラ 
 ンをてくださ。 

 
 本製品は切トラタと着によ的確に性

能を発揮きるように設計さてます。 
 不切トラタと着によては本製品耐久

性に著しく影響を及ぼしトラタ運転作に

著し影響を及ぼすことます。 
 こ製品応トラタは次とおす。 
 

適応トラクタ 

５９ｋＷ～８８ｋＷ 
（８０ＰＳ～１２０ＰＳ） 

 
 本製品応馬力よ小さトラタ使用すると

負に対し十パワます。 
 

３ トラクタへの装着 

 
 
 
作業を着するめにトラタをさせる 
 トラタと作業間に人ると挟ま 
 てケガをするます。 
 トラタと作業間に人を近づけくだ 
 さ。 

 
 
作業をトラタに連結するや 
 まは軟弱行うとトラタ不 
 にき出し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 

 
１．装着前の準備 
  本作業着方法は標準３リン式す。 
 作業下量不足するはリフトロッド 
 付穴位置をロワリン前側穴にしてく 
 ださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．装   着 
  トラタ3リンへリノベタ3を連結し 
 ます。 
 
（１） トラタンンを始してトラタロ 
  ワリン先端部と作業左右ロワリン 
  ン位置うま後進してトラタをとめ 
  てくださ。 

（２） 左ロワリンを連結し抜け止めにトラ 

  タに付てるリンンをロワリンンに 

  してくださ。 

   次に右ロワリンも同じ順序行てくだ 

  さ。 

（３） トップリンを連結しトラタに付てる 
  ン固し抜け止めにリンン等をさしてく 
  ださ。 

（４） 左右ロワリン同じさにるように 
  トラタ右側ャトリュ整して 
  くださ。 
（５）軸芯トラタ中心におおよそ一致する 
  よう又リノベタ振１０cm位に 
  るようにェッェンをセットしてくださ 
  。 
（６）作業状態作業垂直にるようにトップリ 
  ン長さを整してくださ。 
 
 
 

  警 告  

  注 意 

  注 意 
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４ パワージョイントの装着 

 

 
 
カパワョイントを使用すると 
 巻き込まてケガをするます。 
 カパワョイントは使用し 
 くださ。 
カ損傷しまま使用すると巻き込ま 
 てケガをするます。 
 損傷しすぐに替えてくださ。 
 使用前には損傷してくださ。 
トラタおよび作業に着する第三者 
 不によ不にパワョイント回転 
 しケガをするます。 
 を切トラタンンをとめて行 
 てくださ。 
カェンを付け使用すると 
  カ回転し巻き込まてケガをする 
 ます。トラタ側と作業側ェンを 
 回転し所に連結してくださ。 

 
 
最伸１００㎜を下回るとョイ 
  ントを回転させ破損しケガをする 
  ます。 
 最縮隙間２５㎜よも小さくると 
 ョイント突きげ起きるョイ 
 ント破損をまねきケガをするます。 
 正量使用してくださ。 

 
１． 長さの確認方法 
（１） パワョイント（ウタ）パワョ 

  イント（インナ）を引き抜てくださ。 

（２）３リンを昇降させて軸と軸 
  最も接近する位置昇降を停止してくださ。 

（３）ン付きヨランプンを押して 
  軸軸に連結しランプンもと 
  位置に出るま押し込んくださ。 

（４）カ同士をねわせカ 
  (ウタ)とカ（インナ）オラッ 
  プする位置に目印を付けさにオラップ 
  し長さに２５㎜を加え位置に印を付けこ 
  印カ端部ま長さを切断方法手順に 
  基づき切断してくださ。 
 

 

 

 

 

 

（５） ３リンを昇降させて軸と軸 
  最もる位置昇降を停止してくださ。 

（６） カ同士をねわせパイプ 
  量１００㎜下は販売店に連絡 
  し長パワョイントと交換してくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 切断方法 
(１) カウタ 

  インナ両方を長 

  だけ切ます。 

 

(２) 切同じ長さ 

  をパイプ先端計 

  ます。 

 

(３) パイプウタとイ 

  ンナ両方を金ノコま 

  はカッタ切断しま 

  す。 

   切断するはパイプ中にウを詰め 

  パイプに切粉付着するを防くだ 

  さ。 

(４) 切口をヤリめに仕げて 

  パイプをよく清掃し次にグリを塗布し 

  てウタとインナを組みわせます。 

 

３． 安全カバーの脱着方法 
 〈安全カバーの分解手順〉 

（１）固ネをし 

  てくださ。 

 

 

 

（２）カを 

 し位置へ回してくだ 

 さ。 

 

 

（３）カを引き抜 

てくださ。 

 

 

（４）ライドリングを 

出してくださ。 

 

  注 意 

  危 険  
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〈安全カバーの組立手順〉 

（１）ヨライドリ 

ング溝とパイプ（イン 

ナ）に品質グリ 

を塗てくださ。 

 

 

（２）ライドリングつ 

ばをパイプ側にけ 

切口を開て溝には 

めてくださ。 

 

（３）そにカ 

をはめてくださ。 

 

 

 

（４）カをし止 

まるま回してくださ 

。 

 

 

（５）固ネを締め付けてくださ。 

 

４． パワージョイントの連結 
（１）作業へ連結 
   ン付ヨランプンを押して 
  軸に連結しランプンもと位置にるま 
  押し込んくださ。 

（２）トラタへ連結 
   ン付ヨランプンを押して 
  軸に連結しランプンもと位置にるま 
  押し込んくださ。 
 
 
パワョイントを接続しトラタ 
 側及び軸側ランプンそぞ軸 
 溝に納まてるを確認して使用してくだ 
 さ。そぞ溝にきちんと納まてと 
 使用中にパワョイント人身 
 故にるます。 
 

（３）カェン固 

   カェンを固し所に付け 

  カ回転を防くださ。 

   ェンは３リンきに順応きる余裕 

  を持せま他へ引よう 

  に余るみをてくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 を子よく長持ちさせるめ作業前に必ず行

ましょう。 
 

１  運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 
  トラタ説明書に基づきを行てく 
 ださ。 
２． 連結部の点検 
（１）３リン連結部 
① ロワリンントップリンンは確実 

  に挿入さてる。 
② ェッェンは張てる。 
③ 不具見つは1-3トラタへ 

  着説明に基づき不具を解消してくださ。 
（２）パワョイント 
① ン付ヨ抜け止めランプン軸 

  溝に納まてる。 

② ョイントカに損傷は。 

   不具見つは1-4-4 パワョ 

  イント連結説明に基づき不具を解消して 

  くださ。 

３． リノベータの点検 
整備一覧表に基づき始業を行てくだ 

 さ。 

 

 

２  エンジン始動での点検 

 

１．トラクタ油圧系統の点検 

  トラタ油圧を作し３リンを昇し作 
 業を持ちげ状態降下けば異常は 
 ません。 

  トラタ油圧系統に異常るはトラ 

 タ販売店にご相談くださ。 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  注 意  
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３  給油箇所一覧表 

 
○ 給油塗布するオイルは清浄もを使用してくださ。 
○ グリを給脂する量とは古グリ出さ新しグリ出るます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交 換 時 間 

Ｎｏ． 給 油 場 所 箇所 潤滑油の種類 

1 回目 ２回目以降 

量 備  考 

１ ギ ヤ ボ ッ ク ス           １ ギヤオイル ２０時間目 作業シーズン毎 ２．０２  交 換 

２ チェーンケース １ 〃 〃 〃 １．５２   〃 

３ 

ロータ軸々受 

（ 従 動 側 ） 

１ グリース 〃 〃 充満 給 脂 

４ ロワーリンクピン ２ オイル 使 用 毎 適量 注 油 

６ パワージョイント ２ グリース 〃 〃  〃 

 
5555    

5555    
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を確認して慎に作業してくださ。 

 

１  本製品の使用目的 

 

 本製品は牧草簡易更新作業に使用します。 
 草ルトマットを切断し同に土壌をも

膨軟にして根発達と土中化学反応を促し肥料

をも有効に活用させて牧草収量ップをはま

す。 
 
 

２  作業のための調整 

 
１．耕深の調整 

  本作業はドルトマット切断を  
 ゼル下硬層破砕をしてます。 
  又強回転ドはシャンゼルを 
 けん引するに必要力を減してます。 
 
（１） ド耕深はョウセイリン下整 
  わます。 
  ルトマットを切断し効率良作業をするには 
  ド耕深７㎝く標準とます。 

（２） ゼル耕深はシャン下節とョウ 
  セイリン下節次ように４階にわ 
  ます。 

  （２０cm２５cm３０cm３５cm） 

  条件に応じ宜ゼル耕深とド耕深 
  を節してくださ。 
 
 

３  作業要領 

 

 
 
運転中又は回転中ロタに接触すると巻き込 
 まケガをするます。 
 作業中周囲に人を近づけくださ。 
作業指転をえて作業す 
 ると破損によケガをする 
 ます。指回転を守てくださ。 
トラタる作業をげままに 
 しておくと第三者不によ降下しケ 
 ガをするます。 
 下限ま降ろしてトラタをてくださ 
 。 

 
 
運転中又は回転中軸に接触すると巻き 
 込まてケガをするます。 
 手をくださ。 
整や付着物除去を行う 
 およびンンをとめずに作業すると第三 
 者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 

 
 
  トラタに作業を着して走行するは 
 ホョセインを折んくださ。 
 折まずに行うと障害物へ接触によ作業 
 を破損させることます。 

 
１．作業速度 

  作業は６～１３㎞／ｈす。 
  ほ条件に応じてルトマット浮き 
 車を選んくださ。 
 
２．ＰＴＯ回転速度 

  本正回転は５４０～６００ｒ 

 ｐｍす。 

 
 
  同一圃はきるだけ同じ作業同 
 じ回転を保つこと精仕 
 にます。 

 
３．作業方法 

  シャン挿入および引抜きは走行し実 
施してくださ。 

 
 
  作業中に耕深を維持しままわん曲進行すると 
 破損につます。 

 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  注 意 

  警 告 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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１ 作業後の手入れ 

 
長持ちさせるめに手入は必ずしましょう。 
 
 
整や付着物除去を行う 
 およびンンをとめずに作業すると第 
 三者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
３リン作業を持ちげて整を 
 行う第三者不によ不に降下し 
 ケガをするます。 
 トラタ３リン油圧回路をロッして行 
 てくださ。 

 
１．ボルトナットン類緩み落。 
 又破損部品確認してくださ。 

    異常ばボルト増締め部品交換をし 
 てくださ。 

 
 

２ トラクタからの切り離し 

 
 
 
作業を切すめにトラタをさせる 
 トラタと作業間に人ると挟ま 
 てケガをするます。 
 トラタと作業間に人を近づけくだ 
 さ。 

 
 
作業をトラタに着するや 
 まは軟弱行うとトラタ不 
 にき出し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 

 
 標準タイプはトラタ軸パワョイン

トをします。 
 次にトップリンをしさに左右ロワリン

をします。 
 
 

 
 
 
 

３ 長期格納する時 

 
１． 各部清掃をしてくださ。  
２． 摩耗し部品破損し部品は交換してくださ。  
３． 2-3 給油箇所一覧表に基づき油脂を補給し 
 てくださ。 
  ま回転回支およびパワョイント 
 ランプンを含む摺部には油し軸 
 軸パワョイントプライン部にはグ 
 リを塗布してくださ。  
４． 塗損傷部を補修塗まは油を塗布し錆発 
 生を防くださ。  
５． 格納は風しよ屋に保管してくださ。 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  注 意 

  警 告 

  注 意 
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 子よく作業するめに期的に行ましょう。 
 整備不良による故を未然に防ぐめに

整備一覧表に基づき各部整備を行

を最良状態心して作業行えるよう

にしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
およびンンをとめずに作業すると 
 第三者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
３リン作業を持ちげて整備を 
 行う第三者不によ不に降下し 
 ケガをするます。 
 トラタ３リン油圧回路をロッして 
 行てくださ。 

 

１ 点検整備一覧表 
 
 

時    間 チェック項目 処       置 
新 品 使 用 １ 時 間              全ボルト２ナットのゆるみ 増し締め 

使  用  毎 
（始業２終業点検） 

機械の清掃 
各部のボルト２ナットの緩み 
 ２ ーボルト 
各部の油脂類 
 ２ ギヤケース 
 ２ チェーンケース 
 ２ ジョイント 
部品脱落２破損部 
 ２ ー 
 ２ チェーンケースー 

 
増締め 
 
「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂 
 
 
 
補充交換 
 
 

シーズン終了後 

各部の破損、摩耗 
各部の清掃 
各部の給油２給脂 
塗装損傷部 
ＰＩＣシャフト無塗装部 

早めの部品交換 
 
「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂 
塗装または油塗布 
グリースまたは油塗布 

 
 

２ シャーボルトの交換 

 
 シャンホル部にシャボルト入てます。 
切は原因を除純正シャボル

トと交換してくださ。 

 
 
 
 
 
 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  注 意  

 



 
- １６ -

 
 
 

１ 不調処置一覧表 

 
 
 
やまは軟弱行うとト 
 ラタや作業不にき出して思わぬ 
 故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 
およびンンをとめずに作業すると 
 第三者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
作業をげ状態まま下にもぐ足 
 を入すると不に降下しケガをする 
 ます。 
 下に入るは台降下防止を行てくだ 
 さ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 症  状 原     因 処      置 
異常発熱する ギヤオイル不足 2-3 給油箇所一覧表に基づき給油 

ギヤ破損 ギヤ交換 
異常音発生 

ベリング損傷 ベリング交換 
シャフト部オイルシル損傷 オイルシル交換 
ャップ部リング損傷 リング交換 
液状パッン劣化 液状パッン塗直し 

ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
 オイル洩 

ボルトゆるみ ボルト増し締め 
異常発熱する オイル不足 2-3 給油箇所表に基づき給油 

ロラェン損傷 ロラェン交換 
異常音発生 

イタネ損傷 イタネ交換 
ェンケパッン損傷劣化 ェンケパッン交換 

チ
ェ
ー
ン
ケ
ー
ス
 

オイル洩 
ボルトゆるみ ボルト増し締め 
ド付ボルトゆるみ ボルト増し締め 

異常音発生 
ベリング損傷 ベリング交換 

ロ
ー
タ
 

振発生 ロタ曲 ロタ交換 
異常音発生 グリ切 2-3 給油箇所一覧表に基づき給脂 

ョイント折角不格 前後姿勢修正 

ジ
ョ
イ
ン
ト
 

ョイント鳴 
リノベタげす リフトさ規 

 
原因や処置しわは下とともに購入先へご相談くださ。 
１． 製  品  名 
２． 部品供給型式（型式） 
３． 製  番 号       
４． 故 障  容      （きるだけ詳しく） 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 



 



 




